
JP  5084386  B2  2012.11.28

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　被印刷物に紫外線硬化インキを塗布して、前記紫外線硬化インキの塗布面にアルコール

を添加して前記塗布面上にアルコール膜を形成したのち、紫外線を照射して前記紫外線硬

化インキを硬化乾燥させることを特徴とする紫外線硬化インキの硬化方法。

【請求項２】

　前記アルコールは、エチルアルコール、ノルマルプロピルアルコール、イソブチルアル

コール、ノルマルブチルアルコールのいずれかであることを特徴とする請求項１に記載の

紫外線硬化インキの硬化方法。

【請求項３】

　前記紫外線は、低圧放電管から発生するＵＶＡ波長域の紫外線であることを特徴とする

請求項１または請求項２に記載の紫外線硬化インキの硬化方法。

【請求項４】

　前記低圧放電管は、管内にユーロピウムと酸化ホウ素ストロンチウムを塗布してあるこ

とを特徴とする請求項３に記載の紫外線硬化インキの硬化方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は特に、紫外線硬化インキに紫外線を照射して硬化させる紫外線硬化インキの硬

化方法に関する。
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【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 印 刷 に 用 い る 主 な イ ン キ は 紫 外 線 硬 化 （ Ｕ Ｖ ） イ ン キ と 油 性 イ ン キ が あ る 。 こ の

う ち 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 イ ン キ （ 顔 料 ） 、 モ ノ マ ー 、 プ レ ポ リ マ ー 、 重 合 開 始 剤 、 増 感

剤 等 か ら な り 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ か ら ４ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 で あ る 紫 外 線 を 照 射 し て 重 合 開 始 剤 を

励 起 さ せ て イ ン キ を 硬 化 さ せ て い る 。 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 油 性 イ ン キ と 比 べ 速 乾 性 が あ り

、 有 機 溶 剤 を 含 ま な い こ と か ら 印 刷 分 野 で 多 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 硬 化 速 度 が 早 く 瞬 時 に 硬 化 す る た め フ ィ ル ム や プ ラ ス チ ッ ク

な ど に 印 刷 可 能 で あ り 、 ま た 乾 燥 時 間 が 不 要 な た め 、 次 工 程 を 素 早 く 行 え 、 印 刷 時 間 を 短

縮 で き る な ど 種 々 の メ リ ッ ト が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 硬 化 す る 際 に 酸 素 と 接 触 す る と 反 応 阻 害 が 起 こ る こ と が

知 ら れ て い る 。 こ の 反 応 阻 害 は 一 例 と し て 、 空 気 中 の 酸 素 が ラ ジ カ ル と 反 応 し て ラ ジ カ ル

が 消 費 さ れ て し ま い 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 活 性 が 酸 素 に よ っ て 低 減 し 、 イ ン キ の 硬 化 が 充

分 に 促 進 し な く な り 乾 か な い こ と が あ げ ら れ る 。 そ こ で こ れ ま で 酸 素 に よ る 反 応 阻 害 を 防

止 す る 種 々 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 空 気 中 で 紫 外 線 照 射 す る 場 合 、 空 気 中 の 酸 素 の 影 響 に よ り 塗 布 面 の 重 合 阻 害 が 発 生 す る

。 そ の た め 塗 布 表 面 特 性 に 限 界 が あ る 。 こ れ を 解 決 す る た め 窒 素 ガ ス 雰 囲 気 下 で 紫 外 線 照

射 を 行 う こ と に よ り 、 重 合 阻 害 が 塗 布 表 層 の 硬 化 不 良 や 塗 布 性 能 低 下 な ど を 解 消 し 、 効 率

良 い 硬 化 重 合 反 応 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 特 許 文 献 １ の 方 法 に よ れ ば 、 窒 素 雰 囲 気 下

で 紫 外 線 硬 化 イ ン キ に 紫 外 線 照 射 を 行 う こ と に よ り 、 イ ン キ 表 面 上 の 酸 素 を 排 除 し て 脱 酸

素 化 を 図 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 組 成 分 で あ る 増 感 剤 は 、 光 重 合 開 始 剤 と と も に 用 い る と 重 合 反

応 を 開 始 す る も の で あ り 、 一 般 に ア ミ ン 類 が 多 く 使 用 さ れ て い る 。 ア ミ ン 類 を 添 加 す る こ

と に よ り 硬 化 速 度 が 加 速 す る の は 、 空 気 中 の 酸 素 が 表 面 硬 化 を 遅 ら せ る の に 対 し 、 ア ミ ン

は 組 成 中 に 溶 け 込 ん で い る 酸 素 を 還 元 す る 作 用 が あ る た め 、 水 素 引 き 抜 き 作 用 に よ り 、 光

重 合 開 始 剤 に 水 素 を 供 給 し て 反 応 速 度 が 加 速 す る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ５ ４ ２ ４ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 従 来 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 反 応 阻 害 と な る 酸 素 の 脱 酸 素 の た め の 手 段 と し て 、 紫 外 線

硬 化 イ ン キ の 印 刷 機 の 一 部 を 窒 素 雰 囲 気 に さ せ て 紫 外 線 を 照 射 し て い る 。 こ の と き 窒 素 雰

囲 気 に す る に は 設 備 や 、 窒 素 ガ ス タ ン ク な ど の 設 備 コ ス ト が 高 く な る 。 ま た イ ン キ の 硬 化

を 促 進 す る た め に 、 ア ミ ン を 含 む 増 感 剤 の 添 加 量 を 増 や す 必 要 が あ り 、 原 料 コ ス ト が か か

る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 一 般 に 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 色 に よ っ て 硬 化 速 度 が 異 な り 、 一 例 と し て 赤 色 、 黄 色

、 青 色 、 黒 色 の 順 に 硬 化 速 度 が 低 下 す る 。 黒 色 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 黒 イ ン キ に 使 用 す

る カ ー ボ ン が 光 を 吸 収 し て し ま う 特 性 を 備 え て い る 。 カ ー ボ ン に よ り 放 電 管 か ら 照 射 さ れ

た 紫 外 線 を ほ と ん ど 吸 収 し て し ま い 、 触 媒 で あ る 開 始 剤 に 光 が 充 分 に 照 射 さ れ な い 。 こ の

た め 紫 外 線 が 照 射 さ れ て も 開 始 剤 が 機 能 せ ず 、 硬 化 が 不 十 分 と な る 。 よ っ て 他 の 色 に 比 べ

て 硬 化 速 度 が 遅 く 硬 化 し 難 い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 酸 素 に よ る 反 応

阻 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

　 ま た 本 発 明 は 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 速 度 を 促 進 さ せ る こ と を 目 的 と し て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 は 、 被 印 刷 物 に 紫 外 線 硬 化 イ ン キ を 塗 布 し て 、 前

記 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 塗 布 面 に ア ル コ ー ル を 添 加 し て 前 記 塗 布 面 上 に ア ル コ ー ル 膜 を 形 成

し た の ち 、 紫 外 線 を 照 射 し て 前 記 紫 外 線 硬 化 イ ン キ を 硬 化 乾 燥 す る こ と を 特 徴 と し て い る

。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 ア ル コ ー ル は 、 エ チ ル ア ル コ ー ル 、 ノ ル マ ル プ ロ ピ ル ア ル コ ー

ル 、 イ ソ ブ チ ル ア ル コ ー ル 、 ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル コ ー ル の い ず れ か で あ る と よ い 。

　 前 記 紫 外 線 は 、 低 圧 放 電 管 か ら 発 生 す る Ｕ Ｖ Ａ 波 長 域 の 紫 外 線 で あ る と よ い 。

　 前 記 低 圧 放 電 管 は 、 管 内 に ユ ー ロ ピ ウ ム と 酸 化 ホ ウ 素 ス ト ロ ン チ ウ ム を 塗 布 し て あ る と

よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 塗 布 面 上 に ア ル コ ー ル に よ る 保 護 膜 を 形 成 し て 、 紫

外 線 硬 化 イ ン キ と 酸 素 の 接 触 を 防 止 し て い る 。 こ れ に よ り 酸 素 に よ る イ ン キ の 表 面 硬 化 の

反 応 阻 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た ア ル コ ー ル を 添 加 す る の み で 、 容 易 に 紫 外 線 硬 化

イ ン キ の 塗 布 面 を 酸 素 か ら 保 護 す る こ と が で き る 。 紫 外 線 を 照 射 し た あ と ア ル コ ー ル は 揮

発 す る た め 、 イ ン キ に 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 ま た 本 発 明 に 用 い る ア ル コ ー ル は 紫 外 線

硬 化 イ ン キ の 塗 布 面 を 覆 う ア ル コ ー ル 膜 を 形 成 で き る 量 で あ れ ば 良 く 、 極 微 量 で あ る 。 よ

っ て 臭 気 が 少 な く 、 消 防 法 及 び 公 害 規 制 等 の 問 題 を 考 慮 す る 必 要 が な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 紫 外 線 は 、 低 圧 放 電 管 に よ る Ｕ Ｖ Ａ 波 長 域 （ ３ １ ５ ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ

ｍ ） 、 一 例 と し て 波 長 ３ ６ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 照 射 し て い る 。 従 来 高 圧 放 電 管 を 用 い て 紫 外

線 を 照 射 し て い た 。 高 圧 放 電 管 は 、 消 費 電 力 が 大 き く 、 発 熱 す る た め 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ

を 塗 布 し た 塗 布 面 か ら 離 間 さ せ て 配 置 し て い た 。 ま た 高 圧 放 電 管 の 波 長 域 は 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ

か ら １ ５ ０ ０ ｎ ｍ で あ り 、 赤 外 線 の 波 長 域 ま で 広 範 囲 に わ た り 種 々 の 波 長 を 発 生 し て い る

。 し か し 本 発 明 の 低 圧 放 電 管 に よ る 紫 外 線 照 射 は ３ ６ ５ ｎ ｍ 波 長 の 照 射 効 率 が 高 く 、 発 熱

が 僅 か で あ る た め 、 発 熱 に よ る 被 印 刷 物 の 変 形 が な く 放 電 管 を 塗 布 面 に 近 接 配 置 で き る た

め 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 反 応 を 促 進 さ せ る こ と が で き 、 か つ 、 低 圧 放 電 管 を 用 い て い

る た め 消 費 電 力 が 数 十 Ｗ と 低 く 、 消 費 電 力 の 低 減 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 詳 細 に 説 明 す る

。

　 図 １ は 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 の 説 明 図 で あ る 。

　 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ は 、 顔 料 、 重 合 開 始 剤 、 増 感 剤 な ど を 混 合 し た 混 合 溶 液 で あ る 。

増 感 剤 と 重 合 開 始 剤 は 、 紫 外 線 の 照 射 に よ っ て 重 合 反 応 を 開 始 し て 液 状 の 顔 料 を 硬 化 さ せ

て い る 。 一 般 に 紫 外 線 硬 化 イ ン キ に 用 い ら れ て い る 重 合 開 始 剤 は 光 開 裂 型 、 水 素 引 き 抜 き

型 、 イ オ ン 反 応 型 （ ラ ジ カ ル ） が あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ア ル コ ー ル １ ４ は 、 本 実 施 形 態 で は イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル を 用 い て い る 。 そ の 他 紫 外

線 硬 化 イ ン キ を 塗 布 し て 、 紫 外 線 を 照 射 す る ま で の 間 、 イ ン キ の 塗 布 面 に ア ル コ ー ル 膜 １

６ を 形 成 し 、 紫 外 線 照 射 後 に 揮 発 す る 揮 発 性 を 備 え た ア ル コ ー ル で あ れ ば 適 用 可 能 で あ る

。 こ の よ う な ア ル コ ー ル の 一 例 と し て 低 級 ア ル コ ー ル 、 例 え ば エ チ ル ア ル コ ー ル 、 ノ ル マ

ル プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ ブ チ ル ア ル コ ー ル 、 ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル コ ー ル 等 を 用 い る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 本 発 明 の ア ル コ ー ル １ ４ の 添 加 量 は 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ を 溶 解 し て 使 用 す る た

め に 用 い る 有 機 溶 剤 の よ う に 、 例 え ば ３ ０ 重 量 ％ な ど 多 量 に 用 い る 必 要 は な い 。 す な わ ち
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紫 外 線 効 果 イ ン キ １ ０ と ア ル コ ー ル １ ４ を 混 ぜ て 用 い る の で は な く 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １

０ の 塗 布 面 に ア ル コ ー ル １ ４ に よ る 空 気 中 の 酸 素 か ら の 保 護 膜 を 形 成 で き る 量 の 極 微 量 で

あ れ ば 良 い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 紫 外 線 を 照 射 す る 放 電 管 に は 低 圧 放 電 管 ２ ０ を 用 い て い る 。 低 圧 放 電 管 ２ ０ は

、 長 円 筒 状 の ラ ン プ （ 蛍 光 灯 ） で あ っ て 管 内 に 蛍 光 物 質 を 含 ん で い る 。 蛍 光 物 質 と し て 本

発 明 で は ユ ー ロ ピ ウ ム （ Ｅ ｕ ） と 酸 化 ホ ウ 素 ス ト ロ ン チ ウ ム を 用 い て い る 。 低 圧 放 電 管 ２

０ の 製 法 の 一 例 を 以 下 に 示 す 。 粉 末 状 の ユ ー ロ ピ ウ ム と 酸 化 ホ ウ 素 ス ト ロ ン チ ウ ム は 酢 酸

ブ チ ル ま た は ニ ト ロ エ ス テ ー ト な ど の バ イ ン ダ ー （ 結 合 剤 ） と 混 合 し た 混 合 溶 液 と す る 。

つ い で こ の 混 合 溶 液 を ス プ レ ー 噴 霧 に よ っ て ラ ン プ の 内 壁 に 塗 布 し て い る 。 塗 布 し た ユ ー

ロ ピ ウ ム と 酸 化 ホ ウ 素 ス ト ロ ン チ ウ ム の 被 膜 を 乾 燥 し た 後 、 ラ ン プ 内 に 電 極 を 挿 入 し て ラ

ン プ を 封 止 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ は 低 圧 放 電 管 の 波 長 領 域 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 の 横 軸 は 波 長 （ ｎ ｍ ） を 示 し 、 縦 軸

は 相 対 強 度 （ ％ ） を 示 し て い る 。 低 圧 放 電 管 は 、 図 示 の よ う に ３ ６ ５ ｎ ｍ ～ ４ ３ ６ ｎ ｍ の

波 長 域 を 示 し 、 特 に ３ ６ ５ ｎ ｍ の 波 長 の ピ ー ク が 強 く （ 相 対 強 度 の 割 合 が 高 く ） 照 射 効 率

が 良 い 。 ま た 低 圧 放 電 管 は 消 費 電 力 が 数 十 Ｗ 、 一 例 と し て ６ ０ Ｗ と 低 電 力 で 、 か つ 、 高 圧

放 電 管 に 比 べ て 発 熱 量 も 大 幅 に 少 な い 。 こ の た め 、 紫 外 線 照 射 の た め の 消 費 電 力 が 少 な く

、 熱 に よ る 被 印 刷 物 、 例 え ば フ ィ ル ム な ど の 変 形 が な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 に つ い て 以 下 説 明 す る 。

　 被 印 刷 物 １ ２ に 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ を 塗 布 す る 。 被 印 刷 物 １ ２ と し て は 、 印 刷 紙 、 金

属 、 フ ィ ル ム 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 次 に 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ の 塗 布 面 上 に ア ル コ ー ル 添 加 手 段 １ ８ に よ っ て イ ソ プ ロ ピ ル

ア ル コ ー ル な ど の ア ル コ ー ル １ ４ を 滴 下 し て 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ の 塗 布 面 上 に ア ル コ ー

ル 膜 １ ６ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 次 い で 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ に Ｕ Ｖ Ａ 波 長 域 を 照 射 す る 低 圧 放 電 管 ２ ０ に よ り 紫 外 線 を

照 射 す る 。 本 発 明 で は ３ ６ ５ ｎ ｍ の 波 長 域 の 低 圧 放 電 管 ２ ０ に よ り 紫 外 線 を 照 射 し て い る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 紫 外 線 の 照 射 中 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ の 塗 布 面 は ア ル コ ー ル 膜 １ ６ に よ っ て 紫 外 線 硬

化 イ ン キ １ ０ は 酸 素 と 接 触 す る こ と が な い 。 し た が っ て 酸 素 の 阻 害 反 応 の 影 響 を 受 け る こ

と な く 紫 外 線 硬 化 イ ン キ １ ０ が 硬 化 す る と と も に 、 ア ル コ ー ル 膜 １ ６ は 揮 発 す る 。 ま た 塗

布 面 に 形 成 し た ア ル コ ー ル 膜 は 、 水 分 な ど の 水 溶 性 の 膜 に 比 べ て 、 低 圧 放 電 管 に よ り 照 射

さ れ た Ｕ Ｖ Ａ 波 長 域 の 紫 外 線 を 透 過 さ せ る こ と が で き る た め 、 効 率 良 く 紫 外 線 を イ ン キ に

照 射 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ こ で 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 色 に よ っ て 硬 化 速 度 が 異 な り 、 一 例 と し て 赤 色 、 黄 色 、 青

色 、 黒 色 の 順 に 硬 化 速 度 が 低 下 す る 。 黒 色 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は 、 黒 イ ン キ に 使 用 す る カ

ー ボ ン が 光 を 吸 収 し て し ま う 特 性 を 備 え て い る 。 カ ー ボ ン に よ り Ｕ Ｖ ラ ン プ か ら 照 射 さ れ

た 紫 外 線 を ほ と ん ど 吸 収 し て し ま い 、 触 媒 で あ る 開 始 剤 に 光 が 充 分 に 照 射 さ れ な い 。 こ の

た め 紫 外 線 が 照 射 さ れ て も 開 始 剤 が 機 能 せ ず 、 硬 化 が 不 十 分 と な っ て し ま う 。 よ っ て 他 の

色 に 比 べ て 硬 化 し 難 い 。 し か し な が ら 本 発 明 に よ る ア ル コ ー ル 添 加 と 、 紫 外 線 照 射 に よ っ

て 、 硬 化 速 度 が 速 く な る 。 こ れ は 、 ア ル コ ー ル 添 加 に よ る 塗 布 面 の ア ル コ ー ル 膜 の 形 成 と

、 低 圧 放 電 管 に よ る ３ ６ ５ ｎ ｍ 波 長 の 紫 外 線 の 照 射 効 率 が 高 い た め 、 黒 色 の 紫 外 線 硬 化 イ

ン キ で あ っ て も 硬 化 速 度 が 速 く な る も の と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 通 常 、 ブ リ キ な ど の 金 属 プ レ ー ト 、 プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 な ど の フ ィ ル ム へ の 印 刷 の 場
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合 、 紙 と 異 な り 紫 外 線 効 果 イ ン キ は 染 み 込 み 難 く 、 イ ン キ が 硬 化 し 難 く な る 。 し か し な が

ら 本 発 明 の ア ル コ ー ル の 添 加 に よ る ア ル コ ー ル 膜 の 形 成 と 、 低 圧 放 電 管 に よ る 照 射 強 度 の

高 い 紫 外 線 の 照 射 に よ り 、 イ ン キ の 硬 化 が 促 進 し 、 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 本 発 明 は イ ン キ の 塗 布 面 上 に ア ル コ ー ル 膜 が 形 成 で き る 程 度 の 量 の ア ル コ ー ル を 用

い て い る 。 従 来 紫 外 線 硬 化 イ ン キ を 塗 料 と し て 用 い る 際 に 有 機 溶 剤 と し て 低 級 ア ル コ ー ル

を 混 合 さ せ た 紫 外 線 硬 化 イ ン キ が あ る 。 本 発 明 の 場 合 、 ア ル コ ー ル と 紫 外 線 硬 化 イ ン キ を

混 合 す る ほ ど の 量 は 必 要 で は な く 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 塗 布 面 に ア ル コ ー ル 膜 を 形 成 で き

る 量 で あ れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 一 方 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ と 有 機 溶 剤 を 混 合 溶 液 と し た 場 合 、 有 機 溶 剤 と し て ア ル コ ー ル

を 用 い て も 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ は ア ル コ ー ル と 混 合 し て い る た め 、 イ ン キ 表 面 に ア ル コ ー

ル 膜 が 形 成 さ れ な い 。 し た が っ て 紫 外 線 を 照 射 し て も 硬 化 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ア ル コ ー ル の 添 加 手 段 と し て 本 発 明 で は 、 ア ル コ ー ル 添 加 手 段 に よ り ア ル コ ー ル を 添 加

す る 構 成 で 説 明 し た が 、 イ ン キ の 塗 布 面 に ア ル コ ー ル の 膜 を 形 成 で き れ ば 、 こ れ に 限 ら な

い 。 こ の 他 に も 例 え ば ア ル コ ー ル を 噴 霧 手 段 に よ り 塗 布 面 に 噴 霧 さ せ て 保 護 膜 を 形 成 さ せ

る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の 低 圧 放 電 管 は ユ ー ロ ピ ウ ム と 酸 化 ホ ウ 素 ス ト ロ ン チ ウ ム を 管 内 に 塗 布 し た 放 電

管 を 用 い て 説 明 し た が 、 そ の 他 、 セ リ ウ ム を 管 内 に 塗 布 し て ３ ２ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 の 低 圧 放

電 管 に よ り 紫 外 線 を 照 射 し て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 は 紫 外 線 硬 化 イ ン キ に 紫 外 線 を 照 射 し て 硬 化 さ せ る 分 野 等 に お い て 特 に 有 用 で あ

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 イ ン キ の 硬 化 方 法 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 低 圧 放 電 管 の 紫 外 線 波 長 域 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

１ ０ … … … 紫 外 線 硬 化 イ ン キ 、 １ ２ … … … 被 印 刷 物 、 １ ４ … … … ア ル コ ー ル 、 １ ６ … … …

ア ル コ ー ル 膜 、 １ ８ … … … ア ル コ ー ル 添 加 手 段 、 ２ ０ … … … 低 圧 放 電 管 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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